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    基 準 不 適 合 発 生 箇 所   

 排気管において、前方にある副消音器の溶接が不適切なため、走行時等の振動により当該溶

接部に亀裂が発生するものがある。そのため、そのまま使用を続けると、溶接部の亀裂が進行

し、最悪の場合、副消音器と排気管が分離し、騒音が増大するおそれがある。 

 改善内容 
全車両、当該排気管を良品に交換する。なお、良品の全数供給に時間を要するため、排気音等 

の異常がある場合は排気管を交換し、異常がない場合は部品の準備が出来次第交換する。 
識  別 

排気管前方の締結ボルトに白ペイントを塗布する。 

     は交換部品を示す。 

排気管


